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　河邨1）粉はさきに新しい移植骨として袷凍乾燥
骨微細片を創製しこれを可塑骨と名付け，さらに
星井，柳田等とともにアルギン酸ソーダ廊下ア
・ソと略記する）を用いてこの可塑骨片の隠隠に
成功し，その塑型体を“可塑骨A”と名付けた。5）
ア・ソも可塑骨もさらにまたそれ等の滉鉱物たる
可塑骨Aも，ともにもとより異物に他ならないか
ら，移植部位の紅血に対するその刺戟の量と質の
如何によっては，壊死，化膿，自然排出などをぎ
たし，移植の目的を失敗に帰せしめる惧れがあ
る。この点を解明すべく次ゐ実験が行われた。
A．筋内移植によ．る可塑骨Aの
　　　刺戟性に関する実験
　1．実験材料並びに方法：成熟家兎の背筋内bC　1xO．5
XO．5cm3大の可塑骨Aを挿入し，　dしを5日，1，2，3，4，
5週の6回に亘り，周囲の筋とともにこれを取り出しセロ
ィジン切片標本を作り，H．E．染色により組織学的に槍旧
した。手術がすべて無菌的操作のもとに行われたのは勿論
である。なおア・ソのみを以てせず，これを用いての可塑骨
塑型体即ち可塑骨Aを以て実瞼を行ったのは，あくまでも
骨移植の実地を尊重する立場に発するものに他ならない。
　2．実駿成績：5日：可塑骨微細片の核染色性はその周
緑より悪くなっている。骨微細片を取り囲んでかなりの出
血及び組織球の浸潤≧若い肉芽組織の増殖が認められる。
　1週：〔第1図（i♪，（ii）〕骨微片細は三七をなしてお
り散逸は全く見られない。微細骨片の間隙をうずめるア。
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ソと思われる弥漫性のEosin染色郡には白血球の浸潤が著
しく，骨片集團の中心音Kに近づくほど著しく，しかもかな
りの数の白血球が壊死に階っていて化膿の：存在を示して
いる（A）。即ち反慮はア・ソの周囲に強いが，可塑骨片の
周囲ではほとんど見られず，強調の周辺郡に位置する。
　　　　　　　　B　C　　　A
　　　　　　　　　　　　　　c
　　　　　第1図（i）術後1週
A：アルギン酸ソー、ダ存在部の白血球浸潤（一部化膿
　　を示す）
B：可塑骨A塊の周辺に位置する骨片は既に肉芽組織
　　によってとりこめられている（結合織内固定l
C：三層中心部の可塑骨片
B
骨片の周線をとり巻くものは肉芽組織であってrB♪，このも
のは毛細瞥に富み，一部には巨細胞もすでにII｛現している。
骨細胞の核染色性は一部残存している。肉芽組織の浸潤は
周囲の筋組織内にもみられるところがある。出血もかなり
の程度に認められる。似上のよ5に1週までの所見は手術
侵襲そのものによる変化が主である。　　　　　　　’
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　　　　　第1図（ii）術後1週
可塑骨A塊の周辺部骨片の結合織内固定の状況を示す
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　　　　　　第2図術後2週
A：可塑骨片に密接して組織球と巨細胞が見られ，そ
　　の周囲に肉芽組織の増殖がますます盛んである。
B：アルギン酸ソーダは組織球，巨紬胞の浸潤をうけ
　　ているo
C：ほぼ吸牧に瀕した骨片はその周りのア・ソごと匡
　　獅1胞によってとりこめられている。
　2週＝（第2図）骨細胞は核濃縮を示している。骨片の
周囲には肉芽組織の増殖がますます盛んであるが，骨片に
密接して組織球と巨細胞が存在し（A），残存せるア・ソは
淡織色に染まり縦横無難に新生結合織線維によって区切ら
れ，叢り組織球，巨細胞の浸瀾をうけている。一部化膿に
階つた部分では傭黄色腫標細胞の出現がみられる。骨片の
あらかた吸肢に瀕しているものは弥漫性に桃色に染まり，
その織りのア・ソごと巨細胞によってとりこめられている
ものが認められる（B）。結合織線維の形成と血轡の侵入が
著明である。
　3週：（第3図）骨微細片の綱包の核染色性は失われて『
いる。その間隙を充すものはぼとんどが肉芽組織である
が，その線維によってノJ・1さく分断されたア・ソはその大て
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　　　　　　第3図 術後3週
A二新生結合織線維によって小さく分断されたア・ソ
　　は数十Nt数百個に及ぶ核をもつ巨細胞によって包
　　まれている。
B：残存せる可塑骨片。
いが数十から数百倍におよぶ核をもつおそらく融合型の親
系lil胞によりて包まれている（A）。
　　　　　　　　　　　　　　，　前事細片の周線の一部には巨細胞による窩状吸牧が認め
られるところもある。この標本では化膿は少なく偶黄色腫
様系田胞もあまり認められない。
　4週1結合織の増殖をはじめ，第3週における所見が全
体としてますます著明となっている。白血球はほとんどみ
られない。
　5週：4週にみた変化が更に進み，骨微痴片は周縁よ
り吸瓢せられてかなり小さくなっている。，異物巨細胞と結
合織とで包まれている骨微細片には部分酌に巨細胞による
窩呼吸牧像が認められる。
B，骨溝内充填による可塑骨Aの
　　　刺戟性に関する実験
　1）実験目的：ア・ソの刺戟性を骨欝欝癒の速度を通
じて検索するために次の実瞼を行った。
　2）案験方法＝成熟家兎を用い両側の脛骨稜を削って
lll冨0．5　em長さ1．O　emの浅い溝をつくり，一方に25％アル
ポンを充堀，他側は皆野をなさず対照とし，この骨傷治癒
の過程を1週1回，9週にわたりX線学的に追求した。
　3）実三国綾．：両側ともに骨膜性骨新生が順調に進み，
ほぼ5～6週で骨傷は治癒し，その後は修復過程を弛り，
両者の間にほとんどその差を認めえな．かった。
C，総括並びに考接
　組織学的槍索の結果を要約すると，可塑骨A
を移植せる筋内部に起る変化は，可塑骨片及び
t
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ア・ソが肉芽組織の新生によって漸次吸牧され雅
質化されて行ぐ過稗である。特にア・ソは白血球
等の浸潤による融解の後，紅織球，異物亘細胞等
によって貧喰せられて処理されるもののようであ
る。なお当初の高度の白血L球浸潤と壊死はその刺
戟に対する反慮に外ならないが，それは軽度なも
のに過ぎす，抗原抗体反慮の証ノ1三となる二次性反
慮も認めることが出來なかった。
　また第2実験においてもア・ソの有’害な刺戟性
丁少なくとも骨傷治癒機縛のβ曙は認めえなかっ
たから，別の論文に述べる可塑骨Aの移植成績6）
の優秀さと相侯って，新しい移植骨としての可塑
骨の有用性はここに立証されたといわねばならな
V）o
D．む　す　む
　1）新しい移植骨“可塑骨”の生休に関する刺
戟性を調べるために，それと25％ア・ソ混捏塑型
物たる可塑骨Aを家兎の背筋内に移植した。その
紅織学的槍索の結果は，可塑骨Aの刺戟性はなん
等の顧慮に慣せぬことを明かにした。
　2）可塑骨の塑型剤の一つであるア・ソの刺戟
性を：，家兎脛骨稜に作った骨溝への添加によって
調べたが，骨傷治癒を：阻害する如き所見は全然得
られす，なん等有害な刺戟性をもつものでないこ
とが立証された。
　　　　　　　　　　　　　　　　（旺召禾n28．10．9受イ寸・）
Summary
　　　1）　“Modelable　Bone　A”　is　a　clay－like　batch　specially　prepared　for　surgical　grafting，
modelled　by　adding　a　25ie／o　sodium　alginate　solution　to　“modelable　bone”　chips．　ln　order
to　Snvestigate　its　irritati．vity　on　the　organism　the　authors　have　conducted　intramuscular
grafting　in　rabbits’　back．
　　It　has　been　proven　beyond　doubt　that　the　aforesaid　new　graft　has　almost　no　harm
on　living　tissues．
　　2）　The　irritativity　of　the　sodium　alginate　solution　in　“Modelable　Bone　A”　was
investigated　by　on－lay　graftings　in　artificially　induced　grooves　in　rabbits’tibiaeL　Histologically
absolutely　no　evidence　of　delayed　healing　of　the　bone　wounds　was　found．
　　3）　“Modelable　Bone　A”　can　be　adapted　safely　in　cli’nical　graftings．　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Oct．　9，　1953）
6）河邨・柳田・浜田：．日整会誌28（未刊1．
